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特
集
地
域
文
化
創
生
本
部
に
お
け
る
取
組
の
軌
跡
ー
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
と
生
活
文
化
の
保
誼
・
振
興
ー

公
翠
岡
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平
成
―
―
十
九
年
（
二

0
一
七
）
四
月
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
に
罰
え
た
先
行
組
織
と

し
て
地
域
文
化
創
生
本
部
（
以
下
「
刷
生
本
部
」
と
い
う
。
）
が
京
都
市
東
山
区
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
業
務
を
開
始
し
た
。

文
化
庁
の
京
都
移
転
（
京
都
府
提
案
）
は
、
東
京
一
枢
集
中
を
是
正
す
る
観
点
か
ら
、

政
府
関
係
槻
関
の
地
方
移
転
に
つ
い
て
道
府
県
等
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
た
検
討
の
結

呆
r

平
成
二
十
八
年
―
―
―
月
の
「
政
府
関
係
檬
関
移
転
基
本
方
針
」
（
ま
ち
。
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
）
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
基
本
方
針
で
は
、
国
会
対
応
業
務
や
政

策
の
企
両
立
案
業
務
等
に
つ
い
て
も
現
在
と
同
等
以
上
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
上
で
、
地
方
創
生
や
文
化
財
の
活
用
な
ど
、
文
化
庁
に
期
待
さ
れ
る
新
た

な
政
策
ニ
ー
ズ
等
へ
の
対
応
を
含
め
、
文
化
庁
の
機
能
強
化
を
図
り
つ
つ
、
数
年
の
内

に
京
都
に
移
転
す
る
と
さ
れ
た
。
京
都
に
移
転
す
る
意
義
と
し
て
は
、
地
方
創
生
の
観

点
か
ら
、

(11)
文
化
財
が
豊
か
で
伝
統
的
な
文
化
が
菩
積
し
た
京
都
に
移
転
す
る
こ
と
に

よ
り
、
文
化
行
政
の
企
画
立
案
の
更
な
る
強
化
や
国
際
発
信
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る

こ
と
、
②
京
都
に
文
化
政
策
に
よ
る
求
心
力
と
発
信
力
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
11,
、
今

後
の
我
が
国
の
観
兄
振
興
の
重
要
戦
略
の
―
つ
で
あ
る
文
化
財
を
活
附
し
た
観
光
の
強

化
推
進
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
政
治
・
経
済
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
が
東
京
に
集
中
す
る
中
で
、
地
方
創
生
の
た
め
に
は
、
地
方
の
多
様
な
文
化
へ
の

誇
り
の
確
保
と
そ
の
活
朋
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
文
化
の
多
様
性
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
創
生
本
部
は
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
に
向
け
て
、

I
C
)

務
を
行
っ
て
き
た
。
特
集
に
は
直
接
関
連
の
な
い
業
務
も
あ
る
が
、
創
生
本
節
の
各
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
足
跡
を
順
に
紹
介
し
た
い
。

い
総
括
・
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ

冨
障
害
者
等
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
]

平
成
―
二
十
年
六
月
、
「
文
化
芸
術
基
本
怯
」
や
「
障
害
者
基
本
法
」
の
基
本
的
な
理

念
に
則
り
、
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
た
障
害
者
の
個
性
と
能
力
の
発
揮
及
び
社
会
参
加

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た

C

こ
れ
に
伴
い
、
厚
生
労
働
省
と
と
も
に
検
討
を
行

い
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
上
で
の
基
本
的
な
方
針
や
施
綬
の
方

向
性
等
に
つ
い
て
定
め
る
「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的

な
計
圃
」
を
平
成
一
二
十
一
年
三
月
に
策
定
し
、
令
和
五
年
三
月
に
は
同
計
画
の
改
定
を

行
っ
た
。
ま
た
、
計
画
等
に
基
づ
き
施
策
を
警
実
に
進
め
る
た
め
、
令
和
元
年
度
に

「
障
害
者
等
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
推
進
事
業
」
を
創
設
し
、
美
術
・
演
劇
・
舞
踊
な

ど
多
様
な
分
野
に
お
け
る
鑑
賞
・
創
造
•
発
表
等
に
係
る
先
駆
的
な
取
組
を
推
違
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
で
陪
害
の
有
無
や
年
齢
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
文
化
芸
術
に
親
し

み
、
参
加
で
き
る
体
験
・
交
流
の
機
会
が
生
ま
れ
、
文
化
芸
術
自
体
の
価
値
や
そ
の
在

は
じ
め
に

地
域
文
化
創
生
本
部
の
歩
み

T
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
な
ど
遠
隔
で
行
う
業
務
の
試
行
。
改
善
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
新
た
な
政
策
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
務
・
事
業
を
地
元
の
知
見
•
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
活
か
し
な
が
ら
先
行
的
に
実
施
す
る
べ
く
設
立
さ
れ
、
①
文
化
に
関
す
る
政
策
調

査
研
究
や
国
際
文
化
交
流
等
、
②
生
活
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
幅
広
い
文
化
芸

術
資
源
の
活
用
に
よ
る
地
方
創
生
や
経
済
活
性
化
等
、
③
文
化
財
を
活
か
し
た
広
域
文

化
観
光
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
こ
れ
ら
に
関
す
る
モ
デ
ル
開
発
等
が
期
待
さ
れ

た
。
業
務
開
始
か
ら
六
年
あ
ま
り
、
創
生
本
部
で
は
、
そ
の
設
立
趣
旨
を
全
う
す
べ

く
、
様
々
な
事
業
•
取
組
を
行
っ
て
き
た
。
本
特
集
で
は
、
は
じ
め
に
創
生
本
部
の
全

体
像
を
概
観
し
た
後
、
各
種
取
組
の
中
で
も
、
特
に
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

l

間
の
作

成
支
援
と
生
活
文
化
の
保
襲
・
振
興
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
具
体
の
取
組
事
例
等
を
紹
介

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
今
後
向
か
う
べ
き
目
標
を
再
確
認
す

る。
創
生
本
節
は
本
部
長
（
文
化
庁
長
官
）
を
ト
ッ
プ
と
し
、
そ
の
下
に
京
都
常
駐
の

事
務
局
が
置
か
れ
た
組
織
で
あ
る

C

事
務
局
は
、
事
務
局
長
（
参
事
官
（
文
化
創
造
担

当
）
）
以
下
、
文
化
庁
だ
け
で
な
く
、
他
省
庁
、
京
都
府
・
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
西

圏
の
地
方
自
治
体
、
企
業
・
経
済
団
体
、
大
学
等
、
様
々
な
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
祈
し
い
政
策
諜
題
に
取
り
組
む
に
ふ
さ
わ
し
い
多
様
な
人
材
に
よ

る
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
（
令
和
五
年
（
二
(
)
=
―
―
)
三
月
夫
現
在
、
四
C}
名
強
が
勤
胎
）
。

削
生
本
郭
で
は
、
「
総
括
・
政
策
研
究
グ
几
ー
プ
」
「
暮
ら
し
の
文
化
・
ア
ー
ト
グ
ル

ー
プ
」
「
広
域
文
化
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
業

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
令
和
―
―
年
度
か
ら
は
、
京
都
国
立
近
代
美
術
餡
等
の
京
都
の
文
化
施
設
が

連
携
し
、
十
二
月
の
障
害
者
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
ア
ー
ト
を
通
し
て
多
様
性
や
共
生
社

会
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
C
O
N
N
E
C
T
;
,
c
:
ー
＇
」
（
コ
ネ
ク
ト
）

を
開
催
し
た
。

霊
新
た
な
政
策
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
謡
査
研
究
〗

文
化
政
策
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
基
礎
・
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
資
料
が
必

要
と
な
る
た
め
、
創
生
本
部
で
は
、
主
に
、
①
我
が
国
の
文
化
芸
術
の
経
済
的
価
値
の

把
握
、
②
国
内
の
文
化
活
動
状
況
の
把
握
、
③
大
学
と
の
共
同
研
究
を
進
め
た
。

①
は
、
文
化
芸
術
産
業
の
経
済
規
模
（
文
化
G
D
P
)
を
算
出
す
る
取
組
で
、
算
出

方
法
の
確
立
や
そ
の
方
法
に
基
づ
い
た
推
計
を
行
っ
た
。
我
が
国
の
文
化
G
D
P
の
最

新
の
推
計
値
は
約
一

0
•
五
兆
円
（
対
G
D
P

比
約
一
・
九
％
）
（
―1
0
I

八
年
時
点
）
で
あ

る。
②
は
、
毎
年
、
主
に
二
つ
の
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
ず
、
文
化
に
関
す
る
憔
論
調
査

は
、
文
化
に
関
す
る
国
民
の
意
織
に
つ
い
て
謳
査
す
る
も
の
で
、
平
成
三
十
年
度
調
査

以
降
、
内
閣
府
か
ら
移
管
さ
れ
、
創
生
本
部
が
行
っ
た
。
経
年
変
化
を
追
う
こ
と
を
基

本
と
し
つ
つ
、
令
和
―
一
年
度
以
降
の
胴
査
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
人
々
の
文
化
芸
術
活
動
に
与
え
た
影
薯
や
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
幸
福
感
等
）
と
文
化
芸
術
活
動
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
も
調
査
・
分
析
を
行
う
な
と
、

必
要
に
応
じ
て
ト
レ
ン
ド
を
押
さ
え
た
項
目
も
設
定
し
な
が
ら
、
調
査
を
積
み
重
ね

た
。
次
に
、
地
方
文
化
行
政
状
況
調
査
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
文
化
政
策
の
た
め

の
条
例
・
計
画
等
の
制
定
・
策
定
状
況
や
、
文
化
関
係
経
費
の
状
況
の
把
握
を
行
う
も

の
で
あ
っ
た
。

③
は
、
侮
年
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
実
施
し
た
が
、
そ
の
一
っ
が
誇
外
国
の

文
化
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
で
あ
る
。
五
か
円
（
米
・
英
•
仏
・
独
・
韓
）
の
文
化
政

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
、
日
本
と
の
比
較
等
を
行
っ
た
。

〖
地
域
と
の
連
携
の
推
進
〗

そ
の
ほ
か
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
を
見
据
え
、
そ
の
槻
連
醸
成
に
向
け
た
取
組
や
認

知
度
の
向
上
に
同
け
た
取
組
も
推
進
し
た
。
関
西
圏
の
地
方
自
治
体
や
経
済
界
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
タ
を
構
築
し
、
定
期
的
に
意
見
交
換
を
実
施
す
る
な
ど
、
新
た
な
文
化
政

策
の
企
画
立
案
等
に
向
け
て
地
元
の
視
点
や
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
生
か
し
た
連
携
・

地
域
文
化
創
生
本
部
に
つ
い
て

4
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協
力
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。

京
都
と
い
う
土
地
柄
、
地
域
で
活
動
す
る
生
活
文
化
関
連
の
団
体
も
多
く
、
関
連
団

体
等
と
の
意
見
交
換
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ま
た
、
創
生
本
部
の
建
物
入
口
に
節
句
に

ち
な
ん
だ
生
花
展
示
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
り
、
京
都
市
役
所
に
お
け
る
風
習
を
取
り

込
み
、
祇
園
祭
の
宵
山
の
日
に
職
員
が
浴
衣
で
勤
筋
す
る
日
を
一
日
設
け
た
灯
す
る
な

ど
、
地
域
と
職
員
と
の
文
化
的
交
流
を
積
極
的
に
図
っ
た
。

②
暮
ら
し
の
文
化
・
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ

｛
生
活
文
化
の
保
護
・
振
興
]
（
関
連
記
事
．
皿
）

文
化
芸
術
基
本
法
第
十
二
条
に
い
う
「
生
活
文
化
（
茶
遥
、
華
道
、
害
道
、
食
文
化
そ

の
他
の
生
活
に
係
る
文
化
を
い
う
。
）
」
に
つ
い
て
、
そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
①
暮
ら
し
の
文
化
を
支
え
る
（
生
活
文
化
闊
査
研
究
事
業
）
、
②
暮
ら
し
の
文
化
で

育
て
る
（
伝
統
文
化
就
子
教
室
事
業
）
‘
③
暮
ら
し
の
文
化
を
活
か
す
（
生
活
文
化
振
興
等

拙
進
事
粟
）
と
い
う
三
つ
の
柱
で
、
事
業
を
展
開
し
た
。
）

①
は
、
生
活
文
化
に
関
す
る
基
礎
的
な
実
態
調
査
や
、
各
分
野
別
の
個
別
開
査
を
実

施
す
る
も
の
で
、
振
興
策
検
討
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
生
活
文
化
は
範
囲
が
曖
味

で
広
範
、
か
つ
、
学
術
研
究
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
領
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
分
野

に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
実
態
把
握
と
、
個
別
詳
細
な
調
査
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
調

査
研
究
を
実
施
、
そ
の
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
た
。
②
は
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
に
対
し
て
、
伝
統
文
化
・
生
活
文
化
等
を
、
計
圃
的
・
継
続
的
に
体
験
・
修
得
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
e

事
業
内
容
の
詳
細
は
特
集
に
譲
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
体
験
楔
会
の
減
少
絆
か
ら
の
匝
復
の
た
め
、
補
疋
予
算
の
確
保
や
、
多
様
な
手

法
で
の
事
業
実
施
等
、
よ
り
多
く
の
子
供
た
ち
に
伝
統
文
化
＇
生
活
文
化
等
を
体
検
・

修
得
し
て
も
ら
う
機
会
確
保
に
努
め
た
。
③
は
、
こ
れ
ま
で
個
人
が
担
い
手
の
中
心
で

あ
っ
た
生
活
支
化
に
つ
い
て
、
従
前
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
新
た
な
需
要
を

創
出
し
、
各
分
野
の
活
性
化
、
生
活
文
化
等
の
魅
力
向
上
、
後
継
者
の
確
保
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

当
初
は
振
腿
の
た
め
に
開
始
し
た
生
活
文
化
関
連
施
策
で
あ
っ
た
が
、
令
和
三
年
四

月
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
灯
、
熊
形
の
文
化
財
に
お
い
て
も
、
幅
広
く
緩
や
か

な
保
熊
を
目
的
と
す
る
登
録
制
度
が
創
設
さ
れ
、
生
活
文
化
も
燕
形
の
文
化
財
と
し
て

互
録
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
来
の
振
興
に
加
え
て
、
若
録
熊
形
文
化
財
制

度
の
下
で
の
生
活
文
化
の
保
護
も
重
要
課
題
と
し
て
手
掛
け
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

文
化
財
は
、
椋
、
々
な
時
代
背
景
の
中
で
、
人
々
の
生
活
や
風
土
と
の
関
わ
り
に
お
い

て
生
み
出
さ
れ
、
現
在
ま
で
守
灯
伝
え
ら
れ
て
き
た
国
民
共
通
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
文
化
財
の
継
承
の
担
い
手

が
不
足
し
、
そ
の
減
失
や
散
逸
等
の
防
止
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
平
成
三
十
年
の
文
化
財
保
設
法
の
改
正
に
よ
り
、
文
化
財
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
つ
つ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
そ
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
＇
＼

た
め
、
市
町
村
に
お
け
る
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
（
以
下
「
地
域
計
圃
」
と
い
う
。
）

の
制
度
が
規
定
さ
れ
た
。

地
域
計
画
は
、
市
町
村
に
お
け
る
文
化
財
保
朗
行
政
の
中
長
期
の
方
向
性
を
示
す
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
、
短
期
に
実
施
す
る
具
体
的
な
事
業
を
記
戟
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
、
両
方
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
藍
史
や
文
化
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
テ
ク

ふ

か

ん

ス
ト
に
沿
っ
て
多
様
な
文
化
財
を
俯
諏
し
、
総
合
的
・
一
体
的
に
保
存
・
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
地
域
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、
確
実
な
文
化

財
の
継
承
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る

C

ま
た
、
計
酉
を
作
成
，
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
＇
民
間
団
体
・
文
化
財
部
局
な
ど
が
地
域
総
が
か
り
で
文
化
財
を
守
り
、
活

か
し
、
伝
え
る
体
制
の
構
築
を
図
り
、
文
化
財
の
存
続
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

地
域
計
圃
を
作
成
す
る
に
は
、
で
ぎ
る
限
り
域
内
の
文
化
財
を
網
羅
的
に
把
掴
し
た

上
で
、
域
内
の
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
保
存
及
び
活
用

の
た
め
に
市
町
村
が
講
ず
る
措
置
の
内
容
等
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
創
生
本
部
で

は
、
地
域
計
画
の
策
定
を
め
ざ
す
地
方
目
治
体
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
地
域
計
圃
の
作
成
方
法
や
内
容
等
に
つ
い
て
、
随
時
、
希
望
す
る
地
方
自
治
体
に

対
し
て
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
計
画
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
の
た

め
、
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
計
圃
の
作
成
演
習
等
を
行
う
研
修

会
を
苺
年
開
催
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
作
成
支
援
等
が
実
を
結
び
、
地
域
計
画
を
作
成
す
る
地
方
自
治
体
は
着
実

に
増
え
て
い
る
。
令
和
五
年
四
月
現
在
、
作
成
し
た
地
域
計
酉
が
国
の
認
定
を
受
け
て

い
る
の
は
、
九
六
市
町
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

〖
地
域
固
有
の
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
総
合
的
な
取
組
の
支
援
]

日
本
各
地
に
存
在
す
る
多
様
で
豊
か
な
文
化
遣
産
は
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
，
1

を
形
成
す
る
上
で
極
め
て

創
生
本
部
で
は
、
業
務
開
始
時
か
ら
実
に
多
岐
に
わ
た
る
取
組
を
実
践
し
て
き
た
。

い
ず
汎
も
、
地
域
文
化
の
継
承
，
発
展
や
文
化
行
政
の
新
展
開
に
資
す
る
重
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
霰
が
関
を
離
れ
て
も
こ
う
し
た
施
策
を
推

進
し
て
き
た
功
績
は
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
に
向
け
た
試
金
石
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
創
生
本
郊
は
、
設
立
当
初
に
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
に
と
ど
ま
ら

ず
、
時
流
も
捉
え
な
が
ら
発
展
を
統
け
、
一
定
程
度
、
形
に
し
て
き
た
。

い
よ
い
よ
文
化
庁
は
、
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
と
い
う
、
近
代
政
府
が
始
ま
っ

て
以
降
初
の
試
み
を
成
し
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
京
都
移
転
を
機
に
、
創
生
本
部
は
発
晟
的

解
梢
を
し
、
そ
の
理
念
や
こ
れ
ま
で
の
各
種
取
組
は
新
た
に
京
都
に
設
置
さ
れ
た
食
文

化
推
進
本
部
や
文
化
観
光
推
進
本
部
を
は
じ
め
、
文
化
庁
各
課
に
引
き
継
が
れ
て
い

く
。
創
生
本
部
の
成
果
を
し
っ
か
灼
と
踏
ま
え
な
が
ら
、
文
化
庁
は
今
後
も
引
き
続

き
、
一
歩
一
歩
、
歩
み
を
進
め
て
い
く
。

お
わ
り
に

（
文
化
庁
参
事
官
（
生
活
文
化
創
造
担
当
）
付
専
門
官
・
山
村
研

無
形
文
化
財
の
、
っ
ち
生

活
文
化
に
関
す
る
事
項

の
調
査
を
行
う
文
化
審

謡
会
文
化
財
分
科
会
第

六
醇
門
調
査
会
の
股
置

以
降
、
そ
の
運
営
が
葵

務
に
加
わ
る
と
と
も

に

、

同

年

十

二

月

に

は
、
最
初
の
生
活
文
化

の
登
録
案
件
と
し
て
、
＇

「
書
道
」
の
無
膨
文
化

財
登
録
を
行
っ
た
。

[
地
域
文
化
振
興
に
向

け
た
取
組
の
支
援
〗

地
域
に
お
け
る
特
色

あ
る
文
化
芸
術
の
更
な

る
振
興
を
図
る
た
め
，

地
方
自
冶
体
が
主
体
と

な
り
、
地
域
の
文
化
芸
術
資
源
を
活
朋
し
て
行
う
総
合
的
な
文
化
芸
術
の
取
組
に
対
し

て
支
援
を
行
う
文
化
芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業
、
日
本
博
の
一
環
と
し
て
地
方
へ
の
誘

客
を
促
進
す
る
文
化
資
源
活
用
推
進
事
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
文
化
芸
術
の
も
つ
創

造
性
を
活
か
し
た
地
域
振
興
、
観
光
振
興
等
に
収
り
組
む
地
方
自
治
体
を
支
援
す
る
た

め
、
創
造
都
市
ネ
ッ
＇
ト
ワ
ー
ク
日
本
(
C
C
N
J
)
と
遮
携
し
、
情
報
の
収
集
・
提
供

や
会
議
＇
研
修
の
実
施
等
を
通
じ
た
全
国
的
，
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
の
た
め

の
事
薬
を
実
施
し
た
。
，
さ
ら
に
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
が
一
定
朗
間
滞
在
し
、

様
々
な
交
流
を
通
し
て
創
作
活
動
や
将
来
の
創
作
活
動
等
に
有
益
と
な
る
プ
ロ
ゲ
ラ
ム

を
提
供
す
る
ア
ー
テ
，
ー
ス
ト
，
イ
ン
，
レ
ジ
デ
ン
ス
を
通
じ
て
地
域
に
文
化
芸
術
の
創

造
。
発
信
拠
点
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
国
内
の
様
々
な
地
域
に
お
け
る
国
際
文
化
交

流
の
推
進
を
支
援
し
た
。

図
広
域
文
化
観
光

0

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

｛
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
作
成
等
に
向
け
た
取
組
の
支
授
】
（
関
追
記
事

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
次
世
代
へ
の
確
実
な
継
承
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

の
文
化
遣
産
は
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
継
承
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
等
に
資
す
る
役

割
が
再
認
職
さ
れ
、
そ
の
移
匝
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
ヽ
？
，
な
状
況
等

を
踏
ま
え
、
創
生
本
部
で
は
「
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
地
域
の

多
様
で
豊
か
な
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
伝
統
芸
能
・
伝
統
行
事
の
公
開
、
人
材
育
成
な

ど
、
各
地
域
の
実
情
に
応
し
た
特
色
あ
る
総
合
的
な
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
文
化

振
興
と
と
も
に
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
行
事
，
民
俗
芸

能
等
に
つ
い
て
は
、
用
具
の
修
理
や
後
継
者
養
成
な
ど
、
そ
の
基
盤
整
備
を
支
援
し
、

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
そ
の
存
続
が
危
機
的
な
状
況
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
補
正
予
算
事
業
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
の
支
援
を
実
施
す

る
な
ど
、
貴
鳳
な
地
域
の
財
産
の
火
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
必
要
な
取
組
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
全
国
の
地
方
自
治
体
職
員
や
文
化
財
所
有
者
に
同
け
て
、
多
言
語
対
応

や
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
等
に
係
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
作
成
・
公
表
し
た
。

かつての地域文化創牛本部外観
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I展
ぬ荻

本
詰
掲
戟
記
事
の
伽
証
転
載
を
禁
じ
ま
す

監

修
発
行
所

文
化
庁

第
一
法
規
株
式
会
社

定
価
七
八
五
円

◎
次
号
は
一
＇
「
風
流
踊
」
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

造
産
登
録
」
を
特
集
し
ま
す
。

鵬
『
月
刊
文
化
財
』
賭
読
に
つ
い
て

『
月
刊
文
化
財
』
は
、
東
京
国
立
博
物
館
売

店
で
も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

定
期
購
読
の
場
合
は
、
お
近
く
の
書
店
で
お

申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ
も

左
記
に
て
承
り
ま
す
。
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※
購
読
の
お
出
し
込
み
で
い
た
だ
い
た
ご
住
所

や
お
名
前
な
ど
は
、
企
画
の
参
考
な
ど
本
誌

に
か
か
わ
る
目
的
に
の
み
利
用
し
r

他
の
目

的
で
は
使
芹
い
た
し
ま
せ
ん
。

令
和
五
年
五
月
一
日
発
行
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